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中国語の副詞 “ 可 ” の語気
＊

� 伊　藤　さとみ　

１．はじめに

　中国語の“可”には様々な用法がある。吕叔湘1980は、“可”を“可１
”、“可２

”、

“可３
”の三つに分け、“可１

”には許可、可能、価値があることを表す助動詞、

強調の語気を表す副詞、疑問を表す副詞の三つの用法があり、“可２
”は逆接を

表す接続詞として、“可是”と交換可能であり、“可３
”は形容詞を作る接尾辞（例

えば、“可喜、可靠、可口”の中の“可”）であると区別している。本稿では、

このうち、強調の語気を表す“可１
”の副詞の用法を取り上げる。以下、強調の

語気を表す副詞“可１
”を“可”と記す。

“可”の表す強調の語気は、現れる文タイプや文脈によって異なっている。

吕叔湘1980では、陳述文、反語文、命令文、感嘆文に現れる例を挙げ、陳述文

では意外性を、命令文では切実性を表すと述べているが、それ以上の詳しい説

明はない。実際のところ、“可”の表す語気は、何かを強調することにあるの

だが、強調される対象は文脈により異なっており、一つに定義できるものでは

ない。そこで、副詞“可”の表す語気をめぐっては、その表す語気を詳細に分

類し記述する研究と、分類学・記述的アプローチに反対して統一的な説明を試

みる研究、歴史的な経緯を明らかにする研究などがなされてきた。本稿では、

これらの研究を俯瞰し、“可”の語気について提案されてきた項目を整理し、

母語話者への聞き取りを通して、その妥当性を検証する。
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２．先行研究

２．１　初期の記述的分類

“可”についての初期の記述的な研究には、杨惠芬1993があり、陳述文、感

嘆文、命令文、疑問文、複文という、異なる文タイプそれぞれにおける“可”

の語気について述べている。それによると、“可”には以下の７つの分類があ

る。なお、音声的なストレス、即ち強勢を持つかどうかも分類の基準の一つで

あるので、以下、強勢を持つ語の前に“ˈ”を付加して表す。

Ａ．平叙文で、叙述内容が事実であることを表す。強勢を持たない。

１）这问题可不简单，得好好研究一下。（吕叔湘《八百词》）

（この問題は全然簡単ではなく、一度よく考える必要がある。）

Ｂ．感嘆文で、強調や意外性を表す。強勢を持たない。

２）这个主意可好!（老舍《红大院》）

（このアイディアはとても良いね！）

Ｃ ．感嘆文で、誇張のニュアンスを表す、または、待ち望んでいたことが実現

したことを表す。強勢を持つ。

３）游击队里有个叫小刘的队长，别看二十几岁的人，̍可懂事呢。（鲁南《拜年》）

　 （ゲリラ隊に劉という名の隊長がいて、二十歳ちょっとだが、物がよくわかっ

ているんだ。）

４）哎哟，厂长，你ˈ可回来了！（蒋子龙《乔厂长上任记》）

（ああ、工場長、やっと帰ってきましたね！）

Ｄ．命令文では、切実な言い聞かせや希望を表す。強勢は持たない。

５ ）不过你呀，到食堂后，说话可软和点，别把人都得罪完了。（李准《李双双

小传》）

　 （でもね、あなた、食堂に行ったら、話し方をもう少し穏やかにしてくださ

いよ。他の人たちみんなの機嫌を損ねてしまわないように。）
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Ｅ．諾否疑問文を作る。強勢は持たない。

６）大家可记得龙梅伯伯打鬼子的故事？（赵沛《黑龙湖的秘密》）

（みんな劉梅おじさんが幽霊をやっつけた話を覚えているかい。）

Ｆ．疑問文で、疑問や反語の語気を強める。強勢は持たない。

７）我问你，那些钱可都上哪儿去了？（老舍《龙须沟》）

（聞くけど、あの金はいったいどこに行ったのかね。）

Ｇ ．複文の後行節、または、対比される対象のある文脈に現れ、先行節の内容

から予想されることや話し手の主観的な願望と、客観的な事実が異なってい

ることを表す。強勢は持たない。

８）我骂疯子，可以；别人欺负他，可不行。（老舍《龙须沟》）

（この狂人を私が叱るのはいいが、他の人がいじめるのはダメだ。）

この杨惠芬1993の記述は、“可”の研究、特に“可”の分類の研究に大きな影

響を与え、この分類の細分化や分類の統合が提案されてきた。なお、“可”の

品詞については、杨惠芬1993はすべて語気副詞とみなしているが、この点につ

いては後の研究で異論がある。

２．２　他の副詞との比較

初期の研究では、“可”の働きをより明確にするために、“可”と他の副詞と

の比較がよく行われている。原1985は、“并”、“倒”、“却”といった逆接を表

す副詞との比較を通して、“可”は確認的、専一的、絶対的であると述べた。

具体的には、“可”は叙述の内容の肯定をしており（確認的）、他の命題や一般

的道理とは無関係に述べており（専一的）、時間幅を表す語と共起しないが、

時間を表す語と共起することから、他を顧みない叙述である（絶対的）という

特徴を挙げている。

刘丹青、唐正大2001は、語気副詞“并”との比較を行い、“并”を伴う文（９）

は独立して用いることができるのに対し、“可”を伴う文（10）は、解釈する

ために適切な文脈が必要であることを指摘した。適切な文脈とは、当該文と対
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比の関係にある主述構造が存在する、または、推測される文脈である。例えば、

（10）では、“李四愚蠢”という主述構造が先にあり、“可”を伴う文の主語“张三”

と述語“不愚蠢”は、先行する主述構造の主語、述語とそれぞれ対比の関係に

ある。

９）张三并不愚蠢。

（張三は決して愚かではない）

10）李四愚蠢，张三可不愚蠢。

（李四は愚かだが、張三は愚かではない。）

刘丹青、唐正大2001は、この違いに基づき、“可”は主語が対比話題である

ことをマークする演算子、即ち、対比話題演算子であると主張した。（原文で

は“话题焦点敏感算子”であるが、本稿では、話題焦点という概念を支持せず、

一般的な言語学の用語に近い対比話題として記す。）この“可”は上述の杨惠芬

1993の分類Ｇの一部に当たる。また、以下の（11）のような強勢を持つ“可”

は対比話題演算子ではなく、主語が話題であることを要求する“话题敏感算

子”、即ち話題演算子であると述べた。

11）那条大路ˈ可宽广啦。

（あの大通りはすごく広いなあ。）

話題演算子である“可”は、強勢を持つという特性から見て、杨惠芬1993の

分類Ｃのうちの、誇張を表す用法に当たると思われる。

陈朝珠2001 は、“可”を“真”と比較し、共通点が多いことを指摘している。

そして、“真”が評価副詞（“评注性副词 ”）に分類されることから、“可”も評

価副詞に分類すべきだと述べている。評価副詞とは、张谊生2000で提案された

副詞の分類で、出来事や命題に対する話し手の主観的評価や態度を表す副詞で

ある。陈朝珠2001 は、“可”と“真”が連用される順序についても触れ、张谊生
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2000が副詞の連用について提案した規則、ａ．主観を表す傾向が高い副詞は前

に置く、ｂ．意味の作用域が広い副詞を前に置く、という規則に従っていると

述べている。つまり、“可”は述部全体への評価を行い、高次述語、即ち文全

体を作用域に取る述語であるので、主観を表す傾向を持ち、作用域が広いが、

“真”は高次述語としてだけでなく連用修飾語として使われることも多く、作

用域が狭いため、“可真……”という順序になると述べている。

これらの研究は、“可”を強調を表す副詞群の一つとみなし、他の強調を表

す副詞との差異を明らかにしようとする研究であると言える。

２．３　“可”の分類の発展

　杨惠芬1993の分類は、文タイプによる分類であり、“可”の用法の共通性や

全体像が分かりにくい。そこで、より単純な分類として、強勢を持つか否かに

よって“可”を分ける試みが提案された。例えば、罗晓英、邵敬敏2006と蒋协众、

魏会平2008は、強勢の有無により“可”を異なる品詞に分類する必要があると

主張している。罗晓英、邵敬敏2006によると、強勢を持つ“可”は誇張の語気

を帯びた程度副詞であり、（12）に示したように、その修飾する形容詞や心理

動詞句の表す属性の程度が高いことを表す。これは上述の杨惠芬1993の分類Ｃ

の誇張を表す用法に当たる。一方、強勢を持たない“可”は、逆接を表す語気

副詞であり、（13）のように意外性を表す。強勢を持たない“可”が表す逆接の

語気は、「肯定文＜否定文＜文脈に対して逆接を表す文＜先行する節が“虽然”

で始まる文」の順に強くなり、陳述文／疑問文／命令文／複文などの文タイプ

を考慮する必要はないと述べている。従って、強勢を持たない“可”は、杨惠

芬1993の分類のＡ～Ｂ、Ｄ～Ｇをすべて含むことになる。

＜強勢を持つ“可”＞

12 ）昨天，一个姓林的女老师给我讲了好多你的事，她ˈ可喜欢你啦。（张承志《黑

骏马》）

　 （昨日、林という名前の女教師が私にあなたのことをたくさん話してくれま
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したよ。彼女はあなたのことがとても好きなんだね。）

＜強勢を持たない“可”＞

13）这一问可把我给问住了。（吕叔湘《八百词》）

（この質問には、私は困りました。）

他に、強勢と併せて、意味指向に基づいて、“可”を分類する分析もある。

李善婧2009は、逆接を表す“可１
”、強調を表す“可２

”、疑問文や反語文の語気

を強める“可３
”の三つに大きく分類したが、意味指向の点では、“可１

”は多指

向、即ち二つの対象を修飾するものであり、“可２
”と“可３

”は単指向、即ち、

一つの対象のみを修飾するものであると述べている。“可１
”が指向する対象が

二つ以上であるとは、当該文の述語と、それと対比される述語の両方を指向す

るということであり、対比される対象は潜在的であったり先行文脈に現れてい

たりする。“可２
”と“可３

”が単指向であるとは、当該文の述語または疑問詞を

一つだけ指向していることを指す。なお、多指向と単指向の区別には、強勢の

有無が重要な判断基準となる。次の（14）と（15）では、“可”は同じ文の中

にあるが、文脈が違えば、強勢の有無において異なる。そして、（14）の強勢

のない“可”は多指向の“可１
”であり、（15）の強勢のある“可”は形容詞を指向

する“可２
”である。

14）是今晚的风大还是昨晚的风大？̶ 昨晚。你不知道，昨儿夜里的风可１大了。

　 （今夜風が強いのですか、それとも昨夜強かったのですか。― 昨晩だよ。知

らないの？昨日の夜は風が本当に強かったよ。）

15）昨儿夜里风大不大？̶ 昨儿夜里的风ˈ可２大了。

　（昨夜は風が強かったですか。―昨夜は風がとても強かったよ。）

このように、近年の研究では、強勢のある“可”を心理動詞や形容詞を修飾

して程度の高いことを強調する副詞とし、強勢のない“可”をその他の意味を

表す語気副詞と区別するのが一般的となった。

一
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２．４　“可”の語気の分類

大まかな分類としては、強勢のある“可”と強勢のない“可”に分けられるが、

さらに細かな分類がやはり必要であると考える研究者も多い。強勢のある“可”

については、程度副詞として比較的均一な働きをするが、強勢のない“可”、

即ち語気副詞の“可”の用法は、多岐に渡るからである。以下、“可”の語気に

ついて細かな分類を行い、その判断基準などを述べた研究を紹介する。

盛继艳2005は、“可”の機能として、①陳述文において叙述内容の真偽判断

を表し、②疑問文において詰問の語気を表し、③命令文において婉曲的依頼を

表し、④感嘆文において誇張を表す、という四つの機能を主張している。つま

り、“可”の機能は、それぞれの文タイプに備わる異なるモーダルを強めたり

弱めたりすることにあると述べている。これは、杨惠芬1993の分類を簡素化し

たものと言える。

李冬梅2014は、７種類の“可”、即ち、①程度の高いことを表す程度副詞、

②「ついに」という意味を表す語気副詞、③諾否疑問文を表す疑問副詞、④逆

接を表す接続詞、⑤対比を表す語気副詞、⑥反駁の語気を表す語気副詞、⑦叙

述内容の重要性を示すマーカーを提案している。この分類は、以下のような基

準で行われている。

図１：李冬梅2014の分類
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図１から分かるように、“可”は、強勢の有無で二つのグループに分けられた後、

強勢がある“可”は述語を直接修飾すれば、程度が高いことを表す程度副詞（①）

であり、“可算”で置き換えられるのであれば、「ついに」という意味を表す語気

副詞（②）に分類される。強勢がない“可”は諾否疑問文（③）とそうでないグルー

プに分けられる。諾否疑問文ではないグループは、さらに逆接を表すか、表さ

ないかにより、二つのグループに分けられ、逆接を表す“可”は、文頭にあれば、

逆接を表す接続詞（④）であり、“却”で言い換えられれば、対比を表す語気副

詞（⑤）である。また、④と⑤の区別としては、④では、文中の強勢が自然焦

点と同じ、即ち文末にあり、⑤では、文中の強勢が対比焦点と同じ、即ち文末

以外の要素にあると述べている。逆接を表さない“可”は、否定される前提があ

れば、反駁を表す語気副詞（⑥）であり、否定される前提がなければ、情報の

重要性を強調する語気副詞（⑦）である。この分類の特徴は、“可”の現れる文

タイプによる分類、即ち、陳述文か、感嘆文か、疑問文か、命令文か、複文か

という区別をなくし、各語気を判断する明確な基準を示したことにある。④の

逆接の接続詞は、杨惠芬1993の分類にないため、それ以外について杨惠芬 1993

の記述との対応関係を見ると、分類Ｃは①「程度の高さ」を表す程度副詞と②

「ついに」という意味を表す程度副詞の二つに対応し、分類Ｅは③疑問文とし

てそのまま引き継がれ、分類Ｇは⑤対比の語気副詞に、分類Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｆは

⑥反駁を表す語気副詞と⑦情報の重要性を強調する語気副詞にゆるく対応す

る。語気の観点から見ると、⑦の情報の重要性を示す働きが、叙述内容が事実

であることを示す機能、意外性を表す機能、切実な言い聞かせ、疑問や反語の

語気の強め等、多くの用法をカバーすることになる。

王素改2016は、構造上、述語を修飾するものを副詞の“可”、文頭に現れる

ものを接続詞の“可”と区別し、副詞“可”の特徴として、コピュラ動詞“是”や

程度副詞“真”、“太”とよく共起すること、連体修飾語の中には現れないこと

を指摘している。さらに、可”の中心的な意味は、主観的な強調を表すことに

あり、異なる文脈においてそれぞれ異なる意味を派生すると述べた。派生する

意味は、以下の６つである。①肯定または否定の意味を強める、②弁解、反駁
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を表す、③聞き手の注意を促す、④期待する、または阻止する、⑤長い間待ち

望んでいたことが実現したことを表す、⑥反語及び疑問の語気を強める。この

うち、⑤の意味を表すときのみ、強勢を持ち、他の時は強勢を持たないと述べ

ている。分類の判断基準については、特に示していない。①については、杨惠

芬1993の分類Ａにある叙述内容が事実であることを述べる機能に対応し、②に

ついては、分類Ｇの客観的な事実が文脈や話者の主観と異なることを示す機能

に対応する。③については、多くの語気副詞や助詞がこの機能を持ち、“可”

に特化して設定する意義がない。④は分類Ｄの命令文での切実な言い聞かせや

希望に対応し、⑤は部分的に分類Cに、⑥は分類E、Fに対応する。

杨安珍2017は、接続詞の“可”や疑問文を作る“可”などを排除した上で、四

つの分類を提案している。即ち、語気副詞の“可”、程度副詞の“可”、順接接

続副詞の“可”、逆接接続副詞の“可”である。語気助詞の“可”（16）と程度副

詞の“可”（17）はともに主観的な肯定を表すが、前者は強勢を持たず、後者

は強勢を持つという点と、（17b）に示したように、程度副詞の“可”は他の程

度副詞と共起できない点で語気助詞と区別される。接続副詞の“可”について

は順接と逆接の二つの下位分類がある。先行節の表す条件が満たされれば、後

行節の内容が実現することを表す場合は、順接接続詞であり、先行節の内容と

後行節の内容が相反する場合は逆接接続詞である。順接接続詞の場合の先行節

は、“要是”や“如果”などの接続詞を伴っており（18）、逆接接続詞の場合の先

行節は、並列構造にある（19）か、または、“虽然”や“就算”などの接続詞が

導く譲歩節（20）である。

＜語気助詞の“可”＞

16）今天可很容易得到按揭贷款，让他马上就能买到自己的房子。

　 （今日は本当に簡単にローンが組めたので、彼は自分の部屋を買うことがで

きた。）

＜程度副詞の“可”＞

一
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17）ａ．这条鱼ˈ可新鲜。　ｂ．*这条鱼可很新鲜。

（ａ．この魚はとても新鮮だ。ｂ．?この魚はとてもとても新鮮だ。）

＜順接接続副詞の“可”＞

18）他要是来不了，我可要找大姐算账了！

（彼がもし来られなかったら、お姉ちゃんに文句を言われるよ！）

＜逆接接続副詞の“可”＞

19）看着简单，做起来可没那么简单。

（見ると簡単だが、やってみるとそんなに簡単ではない。）

20）就算再苦，可也不能苦了孩子啊!

（たとえどんなに苦しくても、決して子供を苦しめるわけにはいかない。）

語気副詞の“可”と程度副詞の“可”の区別については目新しいことはないが、接

続副詞の二つの用法については注目に値する。これは、杨惠芬1993が複文につ

いて提案した分類Ｇが少なくとも二種類の“可”を含んでいることを示唆してい

る。

熊慧慧2020は、“可”の本来の意味は強調であるとした上で、強勢のある時

は２種、強勢のないときは７種の、全部で９種類の“可”があると述べている。

強勢のない“可”が強調するのは、①疑問の語気、②命令の語気、③確認の語気、

④判断、⑤対比、⑥仮定、⑦変化であり、強勢のある“可”が強調するのは、

⑧喜びや感謝、⑨程度である。先行研究の中で最多の分類だが、①は杨惠芬 

1993の分類Ｆ、②は分類Ｄ、③と⑦は文末に“了”を伴うかどうかで分類Ｂを

再分類したもの、④は分類Ａ、⑤と⑥は分類Ｇをさらに細分化したもの、⑧と

⑨は分類Ｃを細分化したものである。杨惠芬1993の分類Ｅにあたる“可”は取

り上げられていないが、このような疑問文を作る“可”が近代中国語の用法で

あり、現代中国語の標準的用法ではないと認識しているようである。なお、確

認の語気を表す③は“太”“真”“实在”“确实 ”といった程度副詞を直後に伴うこ

とが多いという指摘をしている。この指摘は、陈朝珠2001の指摘、即ち、評価

を表す“可”はこれらの程度副詞と共起することが多いという指摘と軌を一に

一
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する。一方で、杨安珍2017が指摘したように、程度副詞の“可２
”はこれらの副

詞と共起しないことから、強勢の有無に加えて、他の程度副詞と共起するかど

うかが、程度副詞の“可”と語気副詞の“可”を区別する判断基準となると思わ

れる。

以上、“可”の分類についての研究を見てきたが、杨惠芬1993の分類の影響

が強い一方で、その分類を煩雑すぎるとして簡素化する試みと、さらに細分化

する試みの両方がある。分類Ｃについては李冬梅2014や熊慧慧2020で細分化

が、分類Ｇについては熊慧慧2020で細分化が指摘されている。以下では、統一

的な説明をしようとする試みを紹介し、これらの提案された分類のどれが重要

な概念であり、どれが周辺的であるかを見たうえで、本研究で考察する“可”

の表す概念についてまとめる。

２．５　統一的な“可”の分析

　以上のような、強勢の有無と出現文脈の違いにより、“可”が異なる働きを

するという観察に対して、統一的な“可”の分析を提案する研究もある。张旺

熹、李慧敏2009は、“可”は会話の中で話し手の予想を際立たせ、会話の双方

向性を活発化すると主張した。张旺熹、李慧敏2009は“可”が許可を表す動詞

から現在の用法に文法化したことから、「話し手」、「聞き手」、「予想または条

件」、「達成」という四つの要素が形成する意味フレームにおいて、どの文脈に

現れても、「予想」という素性が顕著であり、これによって会話の双方向性を

刺激すると述べた。だが、会話に対する機能に関しては、この主張とは異なる

観察もある。高松2009は、対比話題をマークする語気助詞“呢”との比較を通

して対比話題演算子の“可”を考察した。その中で、“可”は聞き手に会話への

参与を求める働きがないが、“呢”にはあると述べている。この研究に基づく

なら、会話の双方向性を刺激する度合いが“可”＜“呢”ということになり、“可”

の会話の双方向性を刺激する度合いはそれほど高くないと思われる。

王英宪2015は、平叙文における“可”の例をテレビドラマ《渴望》全20回か

ら例を集め、平叙文における“可”の働きは、叙述内容が事実であると強調す

一
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ることと、対比をマークすることにある、と主張している。ただし、対比をマー

クする用法のうち、刘丹青、唐正大2001の主張した対比話題演算子に相当する

例は“可”の全出現数のうち７%に過ぎないことを指摘している。大部分の例

は、叙述内容と聞き手の主観的な認識の対比であり、話し手の述べる内容が事

実である／事実になるだろうと思われることを、聞き手に強調する機能を持つ

と主張している。

王素改2015も、“可”は独立した文に現れ、対比の意味を持たないこともあ

ること、また、話題を省略することもできることを指摘し、“可”は対比話題

演算子ではないと述べ、むしろ後続要素が焦点であることを示す演算子である

と主張している。だが、王素改2015が刘丹青、唐正大2001への反例として挙

げた例は、杨惠芬1993の分類Ａ～Ｆからの例であり、分類Ｇの例のみ取り上げ

て対比演算子であると主張した刘丹青、唐正大2001に対しては、厳密な意味で

は反例と言えない。また、“可”が焦点を示すことを支持する証拠には、以下

のような例を挙げているが、これらの例は、“可”の後続要素のどれかが焦点

となることを示しているだけであり、焦点は強勢が示していることから、必ず

しも“可”が焦点をマークしているとは言えない。従って、“可”と焦点の関係

は説得力がないと言える。

21）ａ．我们明天在录音棚用新设备给那片子录主题歌。

　　ｂ．我们可要在明天在录音棚用新设备给那片子录主题歌。（不是其他时间。）

　　ｃ．我们明天可要在录音棚用新设备给那片子录主题歌。（不是其他地方。）

　　ｄ．我们明天在录音棚可要用新设备给那片子录主题歌。（不是其他设备。）

　　ｅ．我们明天在录音棚用新设备可要给那片子录主题歌。（不是其他片子。）

张秀松2016は、“可”は“符合、相符”（合致する、一致する）という意味の

動詞が文法化したものであり、客観的出来事と主観的予想との一致／不一致を

示すのが本来の意味であると述べ、平叙文、疑問文、命令文、感嘆文で観察さ

れる“可”の持つ異なる語気は、客観的出来事と主観的予想の一致／不一致か

一
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ら派生すると主張している。具体的には、平叙文では、既知の客観的出来事と

主観的予想の不一致から「予想外である」という驚きを、一致した場合は、「長

い間待ち望んでいたことが実現した」喜びを、疑問文では未知の客観的出来事

と主観的願望との一致／不一致から、疑問の語気を強め、「切実に聞きたい」

という語気を示し、命令文では、近未来の客観的出来事と主観的な願望や憂慮

との不一致から「言い聞かせる語気や阻止する語気」を示し、感嘆文では、客

観的状態と主観的認識の不一致から、「予想外である」という語気を生む、と

説明している。「未知の客観的出来事」や「近未来の客観的出来事」という定

義は、「未知の」ないし「近未来の」という概念と「客観」という概念が矛盾

しているという問題はあるものの、张秀松2016の分析は、文脈から予想される

状態や聞き手の考えに対する話者の主観の対立を軸に考えており、「対比」を

中心的な機能と考えていると言える。

以上みたように、統一的な説明を目指した研究は、会話の双方向性の活発化

（张旺熹、李慧敏2009）、対比（王英宪2015、张秀松2016）、叙述内容が事実で

あることの強調（王英宪2015）、焦点のマーク（王素改2015）など、さまざま

な提案がある。このうち、会話の双方向性の活発化と焦点のマークに関しては、

他にもこれらの概念をマークする形態素や手段はあり、副詞の“可”単独の機

能だとは考えにくい。従って、“可”の様々な用法に横断的にみられる特徴に

は、「叙述内容が事実であること」と「対比」の２点があると考えられる。前

者に関しては、杨惠芬1993の分類Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｆに跨り、平叙文、感嘆文、疑

問文のどれであるかに関わらず、この機能を持つ“可”は観察されると結論付

けることができる。一方、後者の「対比」に関しては、杨惠芬1993の分類Ｂ、Ｃ、

Ｇに跨るが、王英宪2015と张秀松2016が指摘したように、対比の対象により、

先行文脈との対比、聞き手の主観との対比、話し手の主観との対比など、下位

分類が考えられることが分かる。

２．６　通時的な考察

　“可”の起源についての研究には、江蓝生1990、江蓝生2001、张雪平2005、

一
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盛继艳2006、齐春红2006、齐春红2008、陈佳佳2015、苏俊波、余乐2018など

があり、大きく分けると、疑問副詞に由来するもの、程度副詞に由来するもの、

助動詞に由来するものの三つの説がある。

“可”の疑問用法については、江蓝生1990が、後漢に反語を表す疑問副詞の

用法が見られ、唐代には推量に基づく疑問を表す用法が生じたと述べている。

また、この用法は、“岂、宁”などの同じく反語を表す副詞と役割分担する方

向に圧力がかかった結果、反語ではなく推量を表すようになって生まれた可能

性を指摘している。これを受けて、盛继艳2006は、唐宋時代に反語の語気から

疑問と強調の語気を派生し、現代語の様々な語気を持つに至ったと述べてい

る。

“可”の程度副詞用法については、江蓝生2001が、先秦において程度を表す

用法があったと述べている。これを受けて、张雪平2005は、程度が高いことを

表す“可”の用法は、戦国末期に生まれ、漢魏六朝にかけて発展し、唐宋期に

成熟し、現在の程度副詞“可”の用法になったと述べている。

齐春红2006、2008、陈佳佳2015、苏俊波、余乐2018は、“可”の本義は“准许、

许可（許可する、承認する）”という意味を表す動詞であると考えている。齐

春红2008によると、先秦において、“可”は許可の意味から、可能の意味を派

生し、反語文や命令文に頻繁に使われるうちに義務の意味も派生し、唐代には、

強調を表す用法に発展した。一方、逆接を表す“可”は、明代に使われるよう

になり、その後、現代中国語の逆接の接続詞や対比話題演算子になったと述べ、

実際に明清時代の小説と現代語の小説を比較して、前者より後者の方に逆接を

表す“可”が多く見られることを立証している。これを裏付けるように、孙薇

2002は、北方の作家と南方の作家の作品を調べ、北方の作家の作品の方が、対

比を強調する“可”の用法が多くなることを指摘している。

以上のように、“可”の起源については、①疑問を表す用法、②程度が高い

ことを表す用法、③許可を表す動詞から疑問・反語の強調、さらには逆接や対

比を表す用法へつながる流れ、の三つが提案されている。

一
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２．７　先行研究のまとめ

以上、“可”に関する研究について、初期の研究から、様々な分類、統一的

説明の試み、歴史的経緯までまとめた。内容としては、“可”の意味を他の副

詞との比較から探求した研究、“可”の分類を行った研究、分類の整理または

細分化を試みた研究、統一的意味を提案した研究がある。それらの研究を踏ま

えた“可”の語気の整理については、３節で述べる。また、歴史的には、“可”

は疑問用法、程度用法、逆接・対比用法という三つの起源をもつことが分かっ

た。

３．調査

３．１　本稿で検証する“可”の語気

本稿では、杨惠芬1993の分類にその後の研究の成果を反映させて用いる。分

類Ａは、叙述内容が事実であることを表す、であったが、ここに、命題の真偽

判断、情報の重要性を示す、確認、強調、変化などを表す機能が包摂されると

考え、“强调所述内容之真实性（叙述内容が事実であることを強調する）”とい

う項目Ａとした。分類Ｂは、感嘆文において強調や意外性を表す、であったが、

本稿では、王英宪2015や张秀松2016が提案した主観的な認識や予想と客観的

事実の対比の意味を含め、感嘆文であるかどうかに関わらず、“表示出乎意料

的语气（意外性を表す）”という項目Ｂを設定した。分類Ｃは、誇張を表す、

または待ち望んでいたことがついに実現することを表す、であったが、李冬梅 

2014や熊慧慧2020の提案を取り入れ、C1“表示程度高（程度が高いことを表す）”

とC2 “表示愿望终于实现（望みがやっとかなう）”に分けた。分類Dは、杨惠

芬 1993の分類をそのまま受け継ぎ、切実な言い含め、希望、お願い、言いつ

けを表すものをまとめて“表示恳切的叮咛和希望（切実な言い含めと希望を表

す）”として項目Ｄを立てた。分類Eについては、“表示疑问（疑問を表す）”

としてそのまま項目Ｅを残した。このような疑問文を作る“可”については、

古い用法の名残であり、現在では古い言い方または方言的な言い方とされると

いう見方もある（朱德熙1985、黄正德1988、吴振国1990、徐杰、张媛媛2011）が、

一
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疑問や反語の語気を強める“可”、つまり杨惠芬1993の分類Ｆとの区別が難し

い場合もあり、疑問に関連するものは、この項目Ｅに包摂する。従って、項目

Eは杨惠芬1993の分類ＥとＦの両方を含む。分類Ｇの対比を表す用法について

は、刘丹青、唐正大2001、杨安珍2017、熊慧慧2020らの提案を取り入れ、対

比の対象に応じて区別した。聞き手の主観的願望・見方との対比を表す用法を、

“表示反驳（反駁を表す）”として項目G1を立て、対比話題演算子の用法は、“表

示该句与前一句相悖（当該文が先行文と意味上対立する）”として、項目Ｇ2と

した。話し手の主観的願望・見方との対比を表す場合は、Ｂの意外性を表す用

法に包摂されると考え、別に項目を立てることはしない。

＜“可”の語気分類＞

Ａ．强调所述内容之真实性（叙述内容が事実であることを強調する）

Ｂ．表示出乎意料的语气（意外性を表す）

Ｃ1．表示程度高（程度が高いことを表す）

Ｃ2．表示愿望终于实现（望みがやっとかなうことを表す）

Ｄ．表示恳切的叮咛和希望（切実な言い含めや希望を表す）

Ｅ．表示疑问（疑問を表す） 

Ｇ1．表示反驳（反駁を表す）

Ｇ2．表示该句与前一句相悖（その文が先行文と対立することを表す）

　本稿では、この８つを“可”の語気とみなし、母語話者が区別できるかどう

かを調査する。

３．２　調査例文の作成と調査手順

調査例文を作成するにあたって、３．１で決定した８つの“可”の語気それぞ

れについて、CCL（北京大学语料库）から例文を選定した。選定の際には、前

後の文脈を含めて取り出した。出現頻度の違いもあり、８つの語気について必

ずしも均等に例文をつけることはできなかったが、できるだけ一例以上あるよ

一
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うに工夫している。また、非母国語話者である著者の選定では、語気の判断が

必ずしも正しくはないことを考慮し、母国語話者の判断も参考にした１）。結果

として“可”を伴う文を21例、全部で29個の“可”を抽出した。

抽出した29個の語気副詞の“可”について、中国語母語話者３名にＡ～Ｇ2の

どの機能を表すのかを回答してもらった。回答は、主要な意味に加え、任意で

副次的意味を答えることを可とした。調査用紙はメール添付で送り、回答が終

わってから送り返してもらっている。以下、調査の提示例を示す。

３．３　調査結果

　回答は、２人がすべての“可”について主要な意味と副次的な意味の両方を

記入し、１人が主要な意味のみを記入した。その結果、３人とも主要な意味が
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一致した“可”は12個、２人の主要な意味が一致した“可”は14個、３人とも異

なる主要な意味を選んだ“可”は３個であった。また、主要な意味と副次的意

味の区別なく数えると、３人とも同じ意味を選んだ“可”は26個、２人のみ同

じ意味を選んだ“可”は２個、全員が異なる意味を選んだ“可”は１個となり、

母語話者間でかなり高い一致度が観察された。

３人が一致 ２人が一致 全員異なる 合計

主要な意味のみ 12 14 ３ 29

主要／副次の区別なし 26 ２ １ 29

表１．語気助詞“可”の意味の選択調査結果

そこで、本稿では、主要な意味について３人が一致した12例と、２人が一致

した14例を分析の対象とし、全員が主要な意味について異なる意味を選んだ３

例は除外することにした。

分析対象の26個について、２人以上が一致したものを、当該の“可”の語気

とすると、次のような分布になった。

　

A B C1 C2 D E G1 G2 合計

“可”例数 ７ １ ８ ２ ３ １ ３ １ 26

表２．各語気における“可”の個数

あらかじめ各項目が含まれるよう例を選定してあるため、どの項目にも一つ以

上の“可”の例が得られている。

４．考察

すべての例の考察については、紙幅の関係上、ここでは行わない２）。本稿で

は、この調査結果のうち、先行研究の指摘と齟齬のある項目Ｃ1「程度が高い

ことを表す」用法について論じる。

２．３で述べたように、“可”の程度副詞の用法と語気副詞の用法は、強勢の

有無で区別され、強勢を持つ“可”は程度副詞と考えられている。一方、“真”
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との連用も判別の基準となることが指摘されている。“可”が“真”と連用され

る現象は、陈朝珠2001、王素改2016などで指摘されているが、杨安珍2017は、

“真”と連用されるのは語気副詞の“可”であり、程度副詞の“可”とは連用でき

ないと述べ、熊慧慧2020も確認の語気の場合のみ“真”と連用されると述べて

いる。従って、程度副詞の“可”と語気副詞の“可”の違いは、以下のようにま

とめることができる。

強勢の有無 程度副詞“真”との連用

程度副詞の“可” 有 不可

語気副詞の“可” 無 可

表３．程度副詞“可”と語気副詞“可”の違い

このうち、強勢の有無については音声的特徴であるため、今回の調査では測

ることができない。一方、程度副詞“真”の連用については、今回の調査例文

には、５個あり３）、いずれも語気副詞として解釈されると調査当初は予想して

いた。一方、程度副詞は形容詞や心理動詞を修飾するのが普通であるので、

“可”がそういった述語を修飾する場合、程度が高いことを表す可能性が高い

と考え、“可”が形容詞及び形容詞を含む述語（以下、形容詞性述語と呼ぶ）

を直接修飾するものを調査例文に５個含めた。この10個の“可”について、ど

の語気として判断されたかを以下に示す。

程度が高いことを表す 左記以外 合計
“可”＋“真” ２ ３ ５

“可”＋形容詞性述語 ４ １ ５

表４．“可”の後続要素と母国語話者の語気選択の関係

表４中段に示したように、「“可”＋“真”」の組み合わせでは、程度が高いこ

とを表すと判断されたものが２個、それ以外が３個であるから、程度副詞の

“可”と語気副詞の“可”の区別は、“真”があるかどうかに影響を受けないとい

うことが分かる。
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「“可”＋“真”＋述語」の組み合わせは、IC分析により構成要素を飛び越えた

修飾関係が存在しないとみなすならば、構造的には（22）のように表される。

22） 可 真 ……

（22）の図の示すように、“可”は“真”を含めた述語全体を修飾し、“真”はその直

後の述語のみ修飾する。“可”の方が“真”よりも作用域が広く、そのため、命題

全体への態度を表す語気副詞の解釈が得られやすい。だが、“可”が“真＋述語”

全体の表す述語の程度が高いことを表す、つまり「その述語の特性を持つ程度」

が高いことを表すなら、程度副詞の解釈が可能になると思われる。あるいは、

この二つの副詞の連用が多くあるために、“可真”が程度の副詞として再解釈さ

れている可能性も考えられる。いずれの説が適切であるかは、さらなる考察が

必要だと思われる。

一方、表４下段の示すように、「“可”＋形容詞性述語」は４個までが程度の

高いことを表すと判断され、それ以外の語気に判断されたのは１個のみであっ

た。例文の選定において、特別な語気を含意しない文脈と、対比の対象がある

文脈をあらかじめ含めていたが、対比の対象がある文脈では、“可”の修飾対

象が形容詞性述語であっても、程度副詞としては認識されないことが検証され

た。

母語話者は、“可”の後に別の程度副詞が現れても、“可”を語気副詞に判断

するとは限らず、“可”の後に形容詞性述語が現れても、程度副詞として判断

するとは限らない。そこで、どの語気を持つかの判断に影響を与えるのは、前

後の文脈であると思われる。

５．まとめ

　本稿では、吕叔湘1980で強調の語気を表すとされた副詞“可”について、そ

の語気についての先行研究をまとめ、８種類の語気にまとめた。その語気を含

むような例文を選定し、母国語話者３人に語気の判定を依頼し、26個の“可”
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については、かなり高い一致度の判定が得られた。さらに、“可”を程度副詞

として判断する基準は、修飾対象の違いではないことが分かった。“可”と“真”

が連用できないという基準、“可”の後に形容詞性述語が続くという基準のど

ちらも“可”が程度副詞であると判断するには十分ではなく、前後の文脈が判

断に大きな影響を持つ。語気副詞の“可”と程度副詞の“可”は、もともと異な

る起源を持つが、両者を明確に区別する環境は、現在の中国語では特定できな

いことが分かる。今後、強勢のあることが程度副詞“可”の判断基準であるか

どうかという点も検証していく予定である。

注

１） 語気の判断、例文の妥当性の確認については、お茶の水女子大学非常勤講師の

王芸嬛先生に協力していただいた。

２） すべての例文の公開は、研究終了後に行う予定である。

３） 例文には、“真的”を含む。
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